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研究成果の概要（和文）：脳波は頭皮に貼付した電極から記録するために詳細な脳活動の違いは判別困難であ
り、想起した文字の判別は困難であると考えられている。この問題に対して、本研究では脳波の皮質信号源を計
算的に推定することで解決することを試みている。
本研究期間において、推定した信号源を使うことで脳波を使う場合よりも母音判別率が大幅に向上することを示
し、国際学術論文にて発表した（Yoshimura et al., Frontiers in Neuroscience, 2016）。
さらに、子音についても効果が示される結果が得られている（発表準備中）。

研究成果の概要（英文）：Electroencephalography (EEG) has low spatial resolution because it is 
recorded from sensors placed on the scalp. For this reason, it is considered to be hard to decode 
imagined characters in the brain from EEG. To solve the problem, EEG cortical current source is 
calculated using machine learning methods in this research project. 
During the research period, decoding performance of vowel classification has enhanced using the EEG 
current source signals compared to that using EEG sensor signals. This achievement was published in 
an international journal (Yoshimura et al., Frontiers in Neuroscience, 2016).
The method has showed efficiency also for consonants classification (Under preparation for publish).

研究分野： 脳活動信号処理、ブレイン・マシン・インタフェース
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１．研究開始当初の背景
   発話や手や足の動作が不自由な状況やユ
ーザを対象とした文字入力インタフェースの構
築は、様々な研究グループで取り組まれている。
現在最も実用化に近い手法は、パソコン画面に
表示された文字盤の文字が点滅していて、
した光を見た時に記録される特徴的な脳波パタ
ーンを利用し、入力したい文字を見続けることで
文字が
   この手法は精度が高い一方で、点滅する
文字を見ることに不快感を訴えるユーザがいるこ
と、文字盤が常に必要となることで場所の制約
があること、という問題もある。そこで頭に思い浮
かべた文字そのものを脳波から推定する試みも
なされているが、非常に細かい脳活動の違い
判別する必要があり、頭皮に貼付した電極から
記録する脳波では、そのように細かい違いの判
別は困難と考えられる。
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とで皮質信号が得られるため、この逆フィルタの
質が皮質信号の質、
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の脳波と
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実験と
工業大学で、
は国立精神・神経センターの
像した。
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(https://surfer.nmr.mgh.harvard.edu
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